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修士研究の方向性

自動作曲
• 一度やめたのをとりあえずやってみる

以前やっていたこと
• 遺伝的アルゴリズム (Genetic Algorithm: GA)を用いて楽譜上の
音符を自動生成して音を生成するのを試みた

• MIDI ファイルを Python で再生するライブラリをいろいろ試し
ていた

• しかし，生成されたものが人が音楽といえるレベルに至らない
可能性と，先行研究に対する新規性を見い出せない可能性が
あった
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自動作曲分野の概要

音楽情報処理分野の概要
• 自動作曲は音楽情報処理分野の一つに位置づけられる
• 他にも音響解析，感情分析，視聴時の生理的反応分析など多岐
にわたる

• 歌詞，音符配列によるテキストマイニングもあれば機械学習
ベースの研究もある

やってみること
• 何かしらの音楽情報を特徴抽出して機械学習に持ち込んでみる
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先行研究の一例
LSTM(Long Short-Term Memory)を用いた自動作曲 1

• LSTM：時系列，自然言語処理に重きを置いた深層ニューラル
ネットワーク

• 創作活動といえるレベルの自動作曲 (被験者評価)

図 1: MIDIデータのベクトル変換 1

1 姫野 雅大, “LSTM による自動作曲システムの構築”, 東京大学大学院 情報理工学系研究科 修士論文, 2016.
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今後の展望

自動作曲分野の課題
• 有効性の検証が難しい
→被験者評価になりがち (他の音楽情報処理分野は？)

今後の予定
• PythonでMIDIデータを動かし，いずれかの機械学習による自
動作曲手法の再現

• オリジナリティの創出
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